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 開会時刻 午前１０時 

 

 ただいまから、平成２９年第１２回教育委員会定例会を開催します。 

 日程第１、署名委員を決定します。松原委員と石井委員にお願いします。 

 続いて日程第２、議案の審議にまいります。 

 はじめに、第２９号議案、「名主の麦」うどん打ち親子体験教室開催に伴う

教育委員会後援名義の使用承認についてを議題とします。この催しについて

は、初めての後援名義使用でありますので、使用承認にあたり、委員の皆様

にご審議いただくものであります。それでは、事務局から説明をお願いいた

します。 

 

 第２９号議案、「名主の麦」うどん打ち親子体験教室開催に伴う教育委員会

後援名義の使用承認についてでございます。申請書をごらんいただきたいと

思いますが、申請者は、団体名、文化財・郷土資料室のボランティアの会代

表からの申請でございます。 

 行事名は、「名主の麦」うどん打ち親子体験教室。事業の目的でございます

が、一之江名主屋敷で収穫した麦を用い、昔ながらの方法でのうどんづくり

体験をすることで、一之江名主屋敷を広報するとともに文化財や地域の歴史

への興味を高め、理解を深めることを目的とするということです。実施時期

でございますが、平成３０年２月１７日土曜日から１８日日曜日まで二日間

となります。グリーンパレスにおきまして、小学校３年生以上の親子を対象

に、経費の徴収としては、お一人当たり４００円ということで、材料費、保

険料ということで徴収をさせていただくというものでございます。 

 裏面に企画書が載ってございますが、今、申し上げたとおりでございます

けれども、募集の人員といたしましては、親子１０組、２０人ということで

考えているところです。料理講習室等も使う関係の人数になっております。 

 １日目には粉ひき体験をし、２日目にはうどん打ち体験、試食まで行うと

いうことです。生地を寝かせている間は、昔話を郷土資料室で行ったりしま

す。 

 予算書でございますが、参加費４００円の２０人、残りはボランティアの

会からの支出ということで、合計１万２，４５０円。支出については、予算

書記載のとおりの各項目でございます。 

 続いて、江戸川区文化財・郷土資料室ボランティアの会の会則でございま

す。ちょっとご紹介させていただきますけれども、第２条で、活動目的とい

うことで、ボランティア活動を通して江戸川区の歴史及び文化財の知識の習
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得や文化財保護の理解を深める。また、区民に江戸川区の生活の歴史と文化

財についての理解を深める手助けをする。体験学習や各種イベントを通じて

昔の生活を体験してもらうということになっております。 

 会員の資格の第３での（１）でございますが、会員の資格は、教育委員会

が主催する「文化財・郷土資料室ボランティア活動講座」、講座を修了した者

とするとなってございます。文化財係で、このような講座を行いまして、講

座を修了された方々、このボランティアの会に希望、入会の希望をされる方

ということで活動をしていただいている方々でございます。 

 １枚おめくりいただきますと別紙ということで、ボランティアの会の活動

事項の例ということで挙げさせていただいておりますが、全体の活動として

このような活動をしていただいております。また、部会の活動として、郷土

資料室の部会、それから、史跡ウォーク部会、それから、名主屋敷部会、お

りがみ部会と四つの部会の活動をしていただいています。今回は、名主屋敷

部会の方々が、名主屋敷の屋敷畑で小麦を育て、収穫をしまして、それを今

回のうどん打ちに使うという一連の流れでやっていただけるということで

す。続いて、会の会員名簿をおつけしてございます。 

 説明は以上でございます。 

 

このことに関しまして、ご質問、ご意見ございましたらよろしくお願いい

たします。 

 

 もうそんなこと言い出す人はほとんどいないと思うのですけども、念のた

めというふうに考えまして、放射能というようなことでもって、可能であれ

ば、あらかじめ測定をされておいて、大丈夫ですよという裏をとっておかれ

たらいいかなと思いましたが、いかがでしょうか。 

 

 そのような形で準備させていただきたいと思います。 

付け加えさせていただきますと、この事業自体はずっとやっておりまして、

これまでは、文化財係とボランティアの会の方々で進めてきたのですが、こ

こでやはりボランティアの会の方々が自ら主催をして行うという方向に今回

からなりまして、今回から教育委員会が後援に回るということでの申請でご

ざいます。 

会の方々は今までもこういう、うどん打ちの会は続けてこられていたわけ

ですけれども、ぜひ自主的な活動としてスタートをするということでござい

ます。 
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 活動はすごくいい活動ですので、そのまま、変な茶々を入れられないよう

に。 

 

 環境部にもまた相談をして測定などもしていきたいと思います。 

 

 他にいかがでしょうか。 

 

 会則の３条、（１）が会員の資格は教育委員会が主催する云々と書いてあり

ますね。教育委員会が主催するということ、教育委員会とのかかわりという

のはどうなのですか。 

 

 まず、教育委員会が主催をする講座を受講される、修了された方々にボラ

ンティアの会に参加をお願いできるかどうか、ご希望をお聞きします。希望

される方はこちらに加わっていただきますが、会則の３ページ目、第９条で

事務局ということで、「本会の事務局は、文化財係に置く。」ということで、

文化財係が事務局の役割をしてございます。月に一度、打ち合わせ会を設け

まして、それぞれの部会の活動、それから、イベントについても何をやると

か、どなたがそのイベントにかかわるとか、そういったことも毎月定期的に

打ち合わせをしてございます。ですので、私たちとしては今、事務局という

ことで、この会とはかかわっているということになります。 

 

 ということは、教育委員会が主催した講座ということですから、会自体は

教育委員会も関わっていると。それで、今日の申請は、このボランティアの

会が今回の申請者なのですね。それで、教育委員会が使用名義を承認すると、

こういう形になるのですね。 

 それから、もう一ついいですか。教育長、小久保さんのボランティアの会

があるじゃないですか。あれとのかかわり合いはどうなのですか。その一部

になるのですか、これは。 

 

 小久保さんというとボランティアセンターのことと思いますが、ボランテ

ィア活動はそれぞれいろいろある中で、一番はやはり保険の関係もあり、そ

れぞれセンターに登録をされる団体さんが大勢いらっしゃる。この会ももち

ろん登録をしております。 
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 他にいかがでございますでしょうか。 

 

 募集人員２０名、今まではかなり、例えば、募集人員に対して定数が満た

なかったとか、あるいは、大勢来て中止になったとか、そういうような状況

というのはわかりますか。 

 

これまで募集人数は、お部屋の収容人数を目安に設けているのですけども、

大体抽せんになるか、ならないか、ぐらいで推移しております。 

 

 割とブームでね、こういうのは結構喜ばれているので、あるいは逆に少な

いのかなというふうに一瞬思ったんですけれども。 

 

 多少の余裕はありますので、抽選せずに受け入れられる場合も考えられま

す。主な問題は小麦の量でして、収穫量に対して、ややもすると、２０人分

とれないということもあります。そのような場合は専門の業者から粉を補充

してもらうこともあります。 

 

 年に１回じゃなくて、なんかもうちょっとあってもいいかもしれないです

ね。 

 

 打ってみんなで食べるのが楽しいんでしょう。 

 

ボランティアの方々が一生懸命麦を育ててくれていますので、その収穫を

してということになります。 

 

よろしいですか。いいですか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、ないようでございますので、原案のとおり決定させていただき

ます。 

 続いて日程第３、教育関係事務報告にまいります。 

 はじめに、教育委員会後援名義の使用承認について報告をお願いします。 

 

 教育推進課から１件の後援名義の使用承認の報告をさせていただきます。 
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 横版のものでごらんいただきたいと思いますが、行事名が東京金魚ワンダ

ーランド、後援開始２回目でございます。昨年に続いて、ということになり

ます。申請者は、すみだ水族館の支配人。 

事業の目的でございますが、日本最大級の金魚展示ゾーン、江戸リウムに

おいて、企画展を開催することで、より一歩進んだ興味と知識を得てもらう

ため行うというものです。 

 実施の日時でございますが、２９年７月１０日月曜日から８月３１日の木

曜日までということで、すみだ水族館において、一般区民を対象にというこ

とです。この事業については無料でございますが、すみだ水族館の入場料は

かかるということでございます。入りますと企画展ということで、そのエリ

ア自体は無料というものでございます。また、江戸川区の後援も同時に申請

をされているところです。 

 裏面に申請書ということでつけさせていただきました。今、申し上げた内

容でございますが、これは実は、江戸川区が金魚の三大産地ということで、

江戸川区の金魚まつりですとかそういった事業ともコラボしているもので

す。昨年も、江戸川区産の金魚も中には展示されるということでございまし

て、場所は墨田区ではありますけれども、水族館自体は、スカイツリーのソ

ラマチの中にあるということで、夏休み期間の大きなイベントとしてお話を

いただいているということであります。 

 予算書を一応おつけしてございますが、このようにすみだ水族館が支出を

するということでございます。その他、会社の資料ですとかそういったもの

をおつけしてございますが、昨年に引き続きということでございますので、

報告事項としてさせていただきました。 

 以上でございます。 

 

 ありがとうございます。私が知っているところでは、すみだ水族館は金魚

まつりも出てきているということですね。堀口さんの金魚がここにも出たり

するということで、お聞きしております。 

これに関しまして、ご質問、ご意見ございましたらよろしくお願いいたし

ます。 

 

 江戸川区にも後援申請中であると。その後には今度は墨田区でも墨田区教

育委員会と両方と書いてある。だから、江戸川区と墨田区が両区が後援して

やっているということになりますね。 

江戸川区の金魚が有名であることはもう。私は生まれも育ちも江戸川区で
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すからね。船堀駅のシンボルマークは金魚ですしね。ところで、この江戸リ

ウムというのは、初めてこの言葉聞いたのですが、これは何なんですか。江

戸川の江戸ですか。 

 

 江戸というネームで江戸リウムという、そういうゾーンをこの水族館の中

で形成しているということです。 

 

 本質的には余りかかわっていないのですけども、すみだ水族館の１日の有

料入場者数ってどのぐらいなのでしょうか。 

 

ちょっと別の角度で申しわけないのですけども、この事業、昨年行われた

ということで、昨年の実績報告をいただいています。２８年度７月１日から

９月３０日まで開催されまして、水族館自体の来場者数が４８万とび３４８

人ということで、１日当たりにすると５，２００人の来場者があったと、こ

のイベントの開催期間ということで報告は受けております。 

 

 ありがとうございます。そうしますと、予算書でいうところのすみだ水族

館支出金２，０００万というのは、どれだけ大変なのだろうと思ったのです

けど、そんなに大変でなく出てくるような数字というわけですね。 

 

 このイベントじゃないですけど、二度ほど孫を連れていったことが。いっ

ぱいでした。 

並んで入りましたね。それで、さっき教育長のほうから堀口さんね、名前

出たので、今２回目ということなのですけど、堀口さんとのかかわりという

か、かなり大きいと思うのですけど、もしわかる範囲で結構です。 

 

 全部ではないということは確認したのですけど、申し訳ありませんが量ま

ではちょっと伺っておりません。 

 

 中心になっているのは、備考のところに出ている、金魚の老舗、金魚の吉

田さん。ここが新小岩にあって、皇族がここへ来ていたりするところなので

すね。 

ここの金魚の吉田さんと堀口さんがすごい親友というかお仕事しているの

で、こういうところがコンテンツの監修やっているので、金魚の吉田さんか

らお話が来たりして、堀口さんが参加しているというのがわかるのですが、
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じゃあ、そのうちどのぐらい金魚行っているかちょっと申しわけないけど、

わかりませんです。 

 この金魚の吉田さんというのは、すごい有名な方なんですよ。先ほど皇族

と言いましたが秋篠宮殿下、あの方はここへ来られて、この方も秋篠宮殿下

のお住まいに行って、そのようなことをやったりしているのが金魚の吉田さ

んなんですね。 

 

 ありがとうございます。 

 

 業者としては、堀口さんはもう今、有名ですよね。本来、江戸川区にもい

くつもあったんですよね。 

 

 それでは他はよろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 では、報告事項を了承させていただきます。 

 以上をもちまして、平成２９年第１２回教育委員会定例会を終了させてい

ただきます。 

 

閉会時刻 午前１０時２４分 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


